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 特集  農業・林業・水産業に関する
総合学習プログラム実施中
ー体験を通じて地域の魅力を学ぼうー

　■問い合わせ　農林水産課☎64・6024

■総合学習プログラムの一例

総合学習プログラム

業種 テーマ 学習内容 時期

農業
水稲生産  田植え作業体験  4 月〜 6 月

野菜生産  野菜栽培体験  6 月〜 11 月

林業 林業・木材利用  伐採、まき割り体験等  通年

鳥獣害対策 里山の鳥獣被害  農作物や山林の鳥獣害被害について見て学ぶ  通年

水産業

定置網漁業の仕組み  小浜で行われている漁の方法や取れる魚につ
 いて学ぶ

 通年

養殖漁業の仕組み  通年

川の環境  河川の植物やアユについて学ぶ  4 月〜 10 月

　
地
域
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
・

林
・
水
産
業
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
も
っ
と
も
近
い
産
業
で
あ

り
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
森
林
、
海
、

川
で
の
収
穫
や
仕
事
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
環
境
や
周
辺
の
風
景
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
担
い
手
で
あ
る
農

林
水
産
業
者
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
将
来
の
担
い
手
不
足
と

い
う
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
い
て
、
山
・
川
・
海
・
里

の
つ
な
が
り
を
総
合
的
に
捉
え
、

農
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
、

林
業
や
木
材
の
加
工
、
野
生
の

鳥
獣
が
自
然
環
境
・
林
業
・
農

業
に
与
え
る
影
響
、
水
産
物
の

漁
獲
・
流
通
・
加
工
、
海
や
河

川
の
自
然
環
境
な
ど
、
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
体
験
を
通
じ
て

学
ぶ
総
合
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

総
合
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
本
年
、
農
林
水
産
業
の
重

要
性
や
魅
力
を
よ
り
多
く
の
小

中
学
生
に
伝
え
る
た
め
、
学
習

内
容
、
学
習
可
能
な
時
期
、
担

当
者
な
ど
が
一
目
で
わ
か
る
一

覧
表
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
内

容
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
写
真
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
総
合
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
各
小
中
学

校
の
総
合
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
市
内
の
小

中
学
生
が
農
林
水
産
業
に
興
味

を
持
ち
、
将
来
の
農
林
水
産
業

の
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

9 月 28 日  遠敷小学校
森林学習 −伐採体験−（市場）

6 月 28 日  中名田小学校
農業・農村の働きの学習と生き物調査（下田）

6 月 25 日 雲浜小学校
小浜よっぱらいサバ養殖  餌やり体験（田烏）

10 月 10 日  今富小学校
山とケモノに関する総合学習（湯岡）

10 月 17 日  今富小学校
魚のさばき方教室（和久里）

6 月 26 日  今富小学校
川の安全講習（南川）

わたしたち、こんな学習に取り組んでいます！

プログラム ー体験を通じて地域の魅力を学ぼうー総合
学習
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座
学
と
体
験 

セ
ッ
ト
で
の
学
習
が
大
事

小
浜
を
体
で
感
じ
て
学
ん
で
ほ
し
い

自
然
の
中
で
遊
び
・
学
ぶ
き
っ
か
け
に

一般社団法人 中名田
農業・農村の働きの学習と生き物調査 講師

東
あずま

  清
き よ と し

俊 さん
（59 歳・下田）

プログラム ー体験を通じて地域の魅力を学ぼうー

I N T E R V I E W

　

川
や
山
で
の
総
合
学
習
は
、
教
室
で
の

座
学
と
校
外
で
の
体
験
と
を
セ
ッ
ト
で
学

ぶ
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

川
や
山
、
ア
ユ
取
り
や
ケ
モ
ノ
の
痕
跡

探
し
、
木
の
伐
採
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
は
現
場
に
出
る
と
す
ご
く
興
味
を
も
っ

て
く
れ
ま
す
。
机
で
基
本
的
な
こ
と
を
学

ん
で
か
ら
、
現
場
に
出
て
体
験
・
実
践
す

る
こ
と
で
学
び
が
形
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
知
識
に
な
っ
て
身
に
付
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、教
え
て
い
な
く
て
も
、

枯
れ
て
い
る
木
に
気
付
き
、
原
因
を
考
え

だ
す
な
ど
、
こ
ち
ら
の
想
像
以
上
の
驚
き

や
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
り
、
大
人
で
は

　

こ
れ
ま
で
、
体
験
を
伴
っ
た
総
合
学
習

を
行
う
際
に
は
、
人
づ
て
で
受
け
入
れ
先

を
探
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
限
界
も
あ
り
、
座
学
が
中
心

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
総
合
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で

き
た
こ
と
で
、
選
択
の
幅
が
大
き
く
広
が

り
、
こ
れ
ま
で
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う

な
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
を
体
験
活
動
と
し
て
取
り
組

み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

昔
は
、
自
然
の
中
で
遊
び
な
が
ら
学
べ

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
面
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う

　

地
元
の
中
名
田
小
学
校
の
児
童
と
田
ん

ぼ
周
り
の
水
路
で
生
き
物
調
査
を
一
緒
に

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小

学
校
で
の
田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
も
手
伝

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
水
や
田
ん
ぼ

に
入
り
、生
き
物
を
見
つ
け
る
だ
け
で
も
、

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
驚
き
、
喜
ん
で
く

れ
ま
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
普
段
か

ら
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
家
の
田
ん
ぼ

の
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
が

予
想
以
上
に
少
な
く
、
驚
き
と
さ
み
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
外
で
の
遊
び
や
学
び
に
興
味
を

見
落
と
す
よ
う
な
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の

気
付
き
を
み
せ
た
り
し
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
の
体
験
は
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
様
子
は
年
々

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
実
際
に
現
場
で
確

認
を
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
問
題
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
気
付
き
、

原
因
を
考
え
て
く
れ
る
子
ど
も
が
、
将
来

地
元
の
自
然
や
環
境
を
守
り
、
こ
れ
か
ら

の
農
林
水
産
業
を
担
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
総
合
学
習
は
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す

ね
。

に
な
り
、
近
年
で
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
学
校
の
中
で
勉
強
す
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

で
き
る
だ
け
現
場
に
出
て
体
験
さ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
に
体
験
活
動
の
機
会
を
た
く
さ
ん
つ

く
る
こ
と
で
、小
浜
を
体
で
感
じ
て
学
び
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
小
浜
の
こ
と
を
大
好
き

に
な
っ
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
実
感
の
あ

る
言
葉
で
『
小
浜
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
』

と
い
う
こ
と
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

も
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
子
た
ち
が
地
域
の
担
い
手
に

育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
親
世

代
も
農
業
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
が

少
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
親
も
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
体
験
を
し
て
も
ら
え
る

機
会
を
つ
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
体
験

し
て
、
い
き
な
り
、
農
業
を
や
っ
て
ほ
し
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
絶
対
に
自
然
の
楽
し

さ
や
農
業
の
魅
力
は
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
山
で
の
学
習
や
農
業
体
験
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
総
合
学
習
が
で
き
る
と
い
い

で
す
ね
。

総合
学習

総合学習を
体 験 し た

子どもたちの

声

「魚のさばき方教室」今富小学校６年生

総合学習で小浜の海のことや「鯖街道」
の歴史、鯖の養殖について勉強してき
ました。今回、魚のさばき方を習った
ので、家でも挑戦してみたいです。

「山の学習」遠敷小学校５年生

のこぎりを初めて使ったので、コツをつか
むまでは難しかったけど楽しかったです。

（学校近くの山の）広場を整備して遊び場
としてたくさん活用していきたいです。

福井県猟友会小浜支部 支部長・
若狭河川漁業協同組合 組合員

川の学習、山とケモノの学習（今富小学校）、
森林学習（遠敷小学校） 講師

大
おおつばき

椿  明
あ き お

夫 さん
（60 歳・竜前）

I N T E R V I E W

今富小学校 教諭
川の学習、山とケモノの学習

森
も り な が

長  秀
ひ で き

樹 さん
（53 歳）

I N T E R V I E W

　

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
総
合
学

習
を
通
し
て
農
林
漁
業
に
関
わ
る

皆
さ
ん
の
思
い
や
農
林
水
産
と
そ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
森
林
、
農

地
、
川
、
海
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
。
そ
し
て
、
最
新
の
設
備
や
伝

統
の
技
を
見
て
、
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
農
林
水
産
業
に
関
心
を

も
ち
、
地
域
や
小
浜
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
林
漁
業
者
の
皆
さ

ん
や
各
小
中
学
校
と
連
携
し
、
総

合
学
習
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校

で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
協

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
農
林
水
産

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。農林水産課

和
わ く だ

久田  グループリーダー



保健衛生功労
　平成 8 年から 24 年まで
小浜医師会理事、24 年から
30 年まで会長を務められ、
本市の保健、医療、福祉行
政の発展に尽力されました。
　また、市内小学校や高
等学校等の学校医を務めら
れ、地域保健、医療に貢献
されています。

吉
よ し い

井 正
ま さ お

雄 さん
（73歳・塩竈）

自治振興功労
　平成 21 年から 30 年ま
で 3 期 9 年にわたり、小
浜市固定資産評価審査委
員会委員として、税務行
政に貢献されました。
　特に、25 年から 27 年ま
でと 29 年から 30 年までは、
委員長を務められ、委員会
の運営に貢献されました。

地
ち む ら

村 太
た い ち ろ う

市郎 さん
（70歳・黒駒）

❼ 広報おばま　平成 30. 12 広報おばま　平成 30. 12❻

　平成 11 年に設立以来、鯖街道の旧道のルート探索や
歴史研究を進められ、鯖街道体験ウオーキングの企画
運営にも尽力されています。活動を通じて、歴史資源
を生かした観光振興や地域活性化に貢献されています。

　平成 9 年に設立以来、毎年 10 月のインテリア月間に
おいて、市内保育園や福祉施設等の補修工事ボランティ
アに尽力されています。快適な生活空間の提供を目的
に、無償で過ごしやすい環境の整備に貢献されています。

　平成 19 年に設立以来、お水送りの参加者へのおもてな
しとしてかす汁の振る舞いを行っています。また、26 年若
狭神宮寺創建 1300 年特別記念奉納と本年福井しあわせ元
気国体でも振る舞いをされ、本市の PR に貢献されています。

鯖街道歴史研究会

福井県インテリア事業協同組合 わかさ支部

もてなしの会 鵜
う

の瀬
せ

0
ゼロハチ

8

教育文化振興功労

奨励賞

奨励賞

　昭和 30 年代初期に設立以来、着実にレベルを上げ
幅広く活動しています。地域の催しにも積極的に参加
しており、それぞれの催しの客層に合わせた曲目等、
ステージ構成にも工夫を凝らし、好評を博しています。

奨励の部

　口名田公民館文化サークルとして、昭和 53 年に設
立以来、地区内の各行事において踊りの指導や発表を
行うほか、各介護施設への慰問活動など、地区内外で
の文化芸能の普及と振興に貢献されています。

もみじ会小浜中学校吹奏楽部 奨励の部

　平成 14 年に若狭ウインド
アンサンブルに入団して以
来、吹奏楽活動を続けてお
られます。同団では中心メ
ンバーとして小浜市文化祭
芸能大会の運営や地域イベ
ント、福祉施設での訪問演
奏などに多数参加されてお
り、中学校吹奏楽部への技術
指導にも参加するなど後進の
育成にも尽力されています。

松
ま つ み や

宮 里
り か

香 さん
（37歳・おおい町）

奨励の部

　競技かるた団体「小浜市
かるた協会 沖の石」の設立
以前から長くかるたに関わ
られ、同団体・会員が全国
的な活躍をするに至った立
役者の一人です。40 年間の
活動を通じ、かるた文化の
振興に貢献されています。
現在は福井県かるた協会常
任理事、小浜市かるた協会
会長を務められています。

宇
う だ が わ

田川 節
せ つ こ

子 さん
（69歳・一番町）

奨励の部

　昭和 43 年から実家で花の
稽古を始められて以来、華
道の研さんを重ねられ、小
浜市総合文化祭をはじめ、
池坊若狭支部いけばな展、
池坊福井県連合花展に 30
年以上にわたり作品を出展
されています。平成 28 年
度からは文化協会の理事、
現在は小浜市華道連合会の
副会長も務められています。

吉
よ し だ

田 伸
の ぶ こ

子 さん
（69歳・遠敷一丁目）

功労の部

　昭和 51 年に名取免許を、
平成 12 年に師範免許を取
得され、後進の育成と地域
の文化振興に貢献されてい
ます。舞台発表の折々に、
家元の楽屋手伝いを経験さ
れた知識を生かし、小浜市
総合文化祭芸能大会でも毎
年、受付業務など裏方ス
タッフとしての役割を確実
に務めておられます。

谷
た に ぐ ち

口 律
り つ こ

子 さん
（72歳・今宮）

表彰式の様子（11月 3日・文化会館）

功労の部

社会福祉功労
　昭和 62 年から現在まで、
小浜市赤十字奉仕団員を務
められ、地域福祉の向上に
貢献されています。
　また、7 年から分団長、
書記、副委員長、委員長、
参与、顧問と役員を歴任さ
れ、団員の指導・育成にも
尽力されています。

野
の せ

勢 惠
け い こ

子 さん
（77歳・深野）

教育文化振興功労
　昭和 58 年から現在まで
国分文化財愛護少年団代表
として、入団促進や国分寺
釈迦堂・国分寺跡の清掃に
尽力され、本市の文化財保
護活動の推進に貢献されて
います。

小
こ ば や し

林 俊
しゅんいち

一 さん
（73歳・国分）

教育文化振興功労
　昭和 52 年にいずみ短歌
会に入会され、短歌の創作
と発表を続けられていま
す。短歌大会において、多
数の受賞歴があり、選者も
務められています。さらに、
短歌の作品集を出版される
など、短歌文化の普及と振
興に貢献されています。

加
か の う

納 暢
の ぶ こ

子 さん
（82歳・山手一丁目）

平
成
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を
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し
ま
す
。
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政
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市
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議
、
選
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て
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長
が
決
定
し
ま
す
。

■
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総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２
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し
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文
化
奨
励
賞
は
、学
術
・
文
化
の
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興
に

寄
与
す
る
こ
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が
顕
著
で
あ
る
と
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れ

る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
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も
の
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。
市

や
関
係
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
・
候

補
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体
を
各
種
団
体
長
で
構
成
す
る
小
浜
市

文
化
奨
励
賞
選
考
委
員
会
で
審
議
し
て
、
市

教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
２
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職員給与の公表

■特別会計

会　計　名 予 算 額
収　　入 支　　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険事業 28 億 5,014 11 億 431 38.7 10 億 2,134 35.8
後期高齢者医療 3 億 6,603 1 億 2,296 33.6 1 億 2,297 33.6
介護保険事業 33 億 8,868 13 億 5,101 39.9 13 億 5,226 39.9
簡易水道事業 9,890 3,273 33.1 2,652 26.8
下水道事業 17 億 6,132 3 億 1,136 17.7 6 億 1,641 35.0
農業集落排水事業 4 億 5,900 1 億 1,985 26.1 2 億 1,522 46.9
漁業集落環境整備事業 5,633 1,620 28.8 2,058 36.5
加斗財産区運営事業 5 3 49.5 0 6.8

■水道事業会計（企業会計）
収　　入 支　　出

予 算 額 収入済額 執行率 予 算 額 支出済額 執行率
収益的収支 4 億 9,733 2 億 4,889 50.0 4 億 1,334 1 億 7,016 41.2
資本的収支 3 億 2,118 0 0.0 5 億 6,465 9,034 16.0

（単位：万円・％）

■一般会計（歳出）
科　　目 予 算 額 支出済額 執行率

議会費 1 億 8,195 8,981 49.4
総務費 25 億 8,903 12 億 2,780 47.4
民生費 45 億 472 15 億 1,899 33.7
衛生費 16 億 4,058 5 億 1,155 31.2
労働費 1 億 9,490 1 億 6,269 83.5
農林水産業費 11 億 6,368 1 億 9,655 16.9
商工費 4 億 9,982 2 億 6,208 52.4
土木費 29 億 5,035 3 億 7,237 12.6
消防費 5 億 8,483 3 億 5,090 60.0
教育費 14 億 501 4 億 9,261 35.1
災害復旧費 2 億 47 9,221 46.0
公債費 17 億 7,436 9 億 568 51.0
予備費 708 0 0.0

合　　計 176 億 9,676 61 億 8,325 34.9

（単位：万円・％）

■一般会計（歳入）
科　　目 予 算 額 収入済額 執行率

市税 35 億 6,944 19 億 1,757 53.7
地方譲与税 1 億 3,800 3,749 27.2
利子割交付金 800 323 40.4
配当割交付金 1,200 420 35.0
株式等譲渡所得割交付金 1,900 0 0.0
地方消費税交付金 5 億 4,400 3 億 903 56.8
自動車取得税交付金 5,400 1,638 30.3
地方特例交付金 1,600 1,692 105.8
地方交付税 48 億 9,000 32 億 2,272 65.9
交通安全対策特別交付金 300 137 45.5
分担金及び負担金 2 億 2,963 6,473 28.2
使用料及び手数料 2 億 9,722 1 億 3,948 46.9
国庫支出金 22 億 784 6 億 2,691 28.4
県支出金 23 億 4,334 1 億 9,346 8.3
財産収入 2,477 395 16.0
寄附金 3 億 720 8,208 26.7
繰入金 4 億 7,109 0 0.0
繰越金 3 億 5,273 6 億 9,640 197.4
諸収入 5 億 7,030 7,383 12.9
市債 16 億 3,291 0 0.0

合　　計 176 億 9,676 74 億 975 41.9

（単位：万円・％）

（単位：万円・％）

　平成 30 年 4月 1日現在の給与の状況、職員数と
人件費を公表します。
　職員の給与および定員については、詳細を市公式
ホームページで公表しています。

※市職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務
　員法に基づき、市議会の議決を経て市の条例で定め
　られています。

■問い合わせ　総務課　☎ 64・6002

ー給料と手当ー
●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

経験年数 10 〜 14 年 15 〜 19 年 20 〜 24 年
大学卒 263,800 円 291,700 円 358,900 円
高校卒 214,500 円 261,500 円 326,600 円

●一般行政職員の学歴別初任給
小浜市 国

大学卒 168,600 円 179,200 円（Ⅱ種）
高校卒 147,100 円 147,100 円

●職員の平均給料月額と平均年齢
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 300,400 円 40 歳 0 カ月
技能労務職 273,900 円 52 歳 10 カ月

●期末、勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

  6 月 1.225 カ月 0.9 カ月 2.125 カ月
12 月 1.375 カ月 0.9 カ月 2.275 カ月

計   2.60 カ月 1.80 カ月   4.40 カ月

●退職手当
自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年 19.6695 カ月 24.586875 カ月
勤続 30 年 34.7355 カ月   40.80375 カ月
最高限度額   47.709 カ月       47.709 カ月

●扶養手当
月　額

配偶者    6,500 円
子  10,000 円

配偶者、子以外の扶養親族    6,500 円

●通勤手当
月　額

交通機関利用の職員 6 カ月定期の額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 31,600 円

●住居手当
月　額

借家に居住   限度額 27,000 円

●特殊勤務手当
　危険、困難な職務についたときに支給。手当は９種類

●特別職の報酬、手当
月　額 期末手当

市　長 850,000 円
  6 月…1.575 カ月
12 月…1.725 カ月副市長 710,000 円

教育長 630,000 円
議　長 440,000 円

  6 月…1.575 カ月
12 月…1.725 カ月副議長 370,000 円

議　員 350,000 円

ー職員数と人件費ー
●部門別職員数（各年 4月１日現在）

職　員　数
平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年

一般行政関係 229 人   233 人   233 人
教育行政関係 32 人 32 人 30 人
公営企業関係 35 人 32 人 33 人

計 296 人 297 人 296 人

●職種別職員数（平成 30年 4月１日現在）
職 員 数

部長、部次長、課長、主幹 54 人
課長補佐（保育園長含む）、企画主査 61 人

主査、主事、保育士など 179 人
技能労務職 2 人

計 296 人

●職員給与費（平成 30年度当初予算）
金　額

給　　料 10 億 8,466 万円
職員手当   6 億 1,377 万円

計 16 億 9,843 万円
1 人当たりの給与費 553 万円

●人件費（平成 29年度普通会計決算額）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

176 億 9,464 万円 25 億 7,733 万円 14.6％

平成 30 年度上半期の財政状況

【小浜市の財産と市債】
■市財産の現在高
土地 1,148,888㎡
建物 182,115㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,300 万円
出資による権利 1 億 1,390 万円

基金
一般会計 18 億 9,551 万円
特別会計 5 億 1,952 万円

■市債、一時借入金の現在高
一般会計 165 億 7,330 万円
特別会計 159 億 9,211 万円
企業会計 15 億 6,704 万円
一時借入金 0 万円

　4 月 1 日〜 9 月 30 日の予算の執行状況
などをお知らせします（9 月 30 日現在）。
　数値は表示桁未満を四捨五入しています
ので、合計などが合わない場合があります。

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われるお金

市民 1 人当たりの
市債残高（借金）

市民 1 人当たりの
基金残高（貯金）

※ 9 月 30 日現在の人口　29,394 人

… 121,434 円

… 602,053 円

… 563,833 円

…   64,486 円

市民一人あたりで換算しました

給
　
与

  毎月決まって
  支給されるもの

  特別な職務や
  特殊な勤務につ
  いたときに支給
  されるもの

  臨時に支給
  されるもの

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当

退職手当

住居手当

扶養手当

給料

通勤手当

職員給与の仕組み

財政課  上
う え た

田 主査

持続可能な
財政運営に

取り組んでいます
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閉校を前にふるさと祭りで児童や地域住民ら
により校歌を収録（遠敷小学校・11 月 11 日）

（公財）ふくい女性財団が「新米パパママ応援講座」を開催。
家事・育児相談と親子で料理体験（食文化館・10月27日）

国立若狭湾青少年自然の家が市内幼保施設を対象に
山で自然とのふれあい活動を実施（田烏・10 月 31 日）

小浜市総合文化祭の芸能大会で 17 団体が演奏・合唱・
踊りなど日頃の活動の成果を披露（文化会館・11 月 3 日）

小浜市戦没者追悼式で小浜市遺族会ら約 130 人が戦
没者を追悼し平和を祈念（働く婦人の家・10 月 24 日） 日本テレビ系「獣になれない私たち」の回想シーンの

撮影が行われ市民がエキストラ出演（白鬚・10 月 31 日）

「OBAMA 食のまつり」に約 70 店舗が集結。来場者
が全国各地の名物料理に舌鼓（食文化館・10 月 20 日）

校歌とともに思い出残す

楽しく疲れない家事のヒントを学ぶ

山での自然体験 全身で楽しむ

多彩な文化活動を披露

戦争の記憶風化させない 小浜でドラマロケ

小浜藩ゆかりの偉人に迫る

「食の祭典」に全国から名産集う

Photo フォトニュース

News幕末の朝廷と小浜藩主 酒
さ か い

井忠
ただあき

義・梅
う め だ

田雲
うんぴん

浜の関係に
ついての講演会を開催（働く婦人の家・10 月 21 日）

市が 25 業者目となる「小浜市地域見守り活動協力協定」
を（株）エコシティサービスと締結（市庁舎・11 月 7 日）

日々の業務で見守りを

JR 小浜線（十村駅ー小浜駅）の開業 100 周年を
記念し写真展示などを実施（食文化館・10 月 21 日）

水産業の未来を考える

鉄道模型の運転体験を満喫

市内小中学校で地元で養殖された「小浜サーモン」
を使用した給食を実施（小浜第二中学校・10 月 25 日）

地元食材を味わう

シンポジウムで地域水産業の活性化と人材育成などに
ついて意見交換（県立大学小浜キャンパス・10 月 20 日）



広報おばま　平成 30. 12 ⓬⓭ 広報おばま　平成 30. 12

小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 12月予定の主なものをお知らせします
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お
知
ら
せ

■桂福丸旭座落語会
　▶とき　12 月 9 日㊐
　　　　　①「福丸たっぷり落語会」
　　　　　　　14 時〜
　　　　　②「仕事終わりちょこっと落語会」
　　　　　　　　 17 時〜
　▶出演　桂

かつら

福
ふくまる

丸（落語家）
　▶料金　① 2,000 円 ② 900 円
　問桂福丸事務局☎ 090・2047・3754

■旭座クリスマスジャズナイト
　▶とき　12 月 16 日㊐ 18 時〜
　▶出演　白

し ら い

井淳
あ つ お

夫（ジャズ・サクソフォー
　　　　    ン奏者）ほか
　▶料金　1,500 円
　問小浜地区まちづくり協議会☎ 53・2010

■まちの駅クリスマスイルミネーション
　▶期間　12 月 25 日㊋まで
　　　　　（点灯は 17 時〜 21 時）
　 問まちの駅☎ 52・2000

商
工
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バ
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学
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※
当
日
は
、
山
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き
に
ふ
さ
わ
し
い
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装

　

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
中
止

ス
ポ
ー
ツ

くらしの情報

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

しりつとしょかん おはなしかい

とき　12 月 8 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」の

おはなし会

とき　12 月 22 日㊏ 11 時〜

市立図書館　今月のイベント

旬
の
食
材
×
ゆ
る
薬
膳
。

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
３

　

市
で
は
、
身
近
な
食
材
で
簡
単
に
で
き

る
、
薬
膳
の
知
恵
を
取
り
入
れ
る
料
理
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
後

▼
と
き　

12
月
11
日
㊋
〜
21
日
㊎
９
時
〜

　

17
時
（
21
日
は
15
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

市
歌
人
協
会
に
よ
る
「
短
歌
色

　

紙
展
」

▼
料
金　

無
料

つ
き
イ
チ
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
、リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、無
料
で

古
着
・
廃
小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
15
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
谷
田

　

部
）

▼
対
象　
【
古
着
】
洗
濯
さ
れ
た
衣
類
全

　

般
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、

　

タ
オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）　

　
【
廃
小
型
家
電
】
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入

　

口
（
15
㌢
×

25
㌢
）
に
入
る
大
き
さ

　

の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
電

　

子
手
帳
、
ゲ
ー
ム
機
器
、
携
帯
音
楽
プ

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

特
設
人
権
相
談

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
12
月
４
日
〜
10
日
の
「
人
権
週
間
」
に

合
わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
ご
と
、
心

配
ご
と
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
５
日
㊌
・
６
日
㊍
13
時
〜

　

17
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
地
方
法
務
局
小
浜

　

支
局
☎️
52
・
０
２
３
８

　

地
域
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
入
っ
た

「
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
が
、

本
県
で
も
交
付
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
目
で
福
井
県
と
分
か
る
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
つ
け
て
、
地
元
・
福
井
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
せ
ん
か
。

▼
交
付
手
続　

デ
ィ
ー
ラ
ー
・
整
備
工
場

　

な
ど
に
相
談
、
ま
た
は
申
込
サ
ー
ビ
ス

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.gra

　

phic-num
ber.jp/htm

l/GKAA010

　

1.htm
l

）
で
申
し
込
み

【
交
付
手
数
料
（
モ
ノ
ト
ー
ン
版
）】

　

自
動
車
（
中
型
標
板
）
７
４
０
０
円

　

自
動
車
（
大
型
標
板
）
１
万
１
４
２
０
円

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
つ
け
て
福
井
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

人
口
増
未
来
創
造
課
☎
64
・
６
０
０
８

　

レ
ー
ヤ
ー
、
電
卓
な
ど
（
電
池
、
電
動

　

工
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
記
憶

　

媒
体
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク　
　
　

　

ル
法
の
対
象
品
目
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

　

う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み
や
粗

　

大
ゴ
ミ
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

※
３
月
に
も
実
施
予
定

に
は
、
試
食
や
レ
シ
ピ
の
個
別
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

※
交
流
会
参
加
者
は
１
０
０
０
円
程
度
の

　

参
加
費
が
必
要

▼
と
き　

12
月
10
日
㊊
14
時
〜
16
時
※
交

　

流
会
16
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

Ａア

ン

テ

ィ

ー

ク

ｎ
ｔ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

　

あ
さ
い　
（
酒
井
）

▼
内
容　
「
春
の
薬
膳
／
疲
労
回
復
の
薬

　

膳
〜
春
の
身
体
を
健
や
か
に
保
ち
、
疲

　

労
を
撃
退
〜
」

▼
講
師　

池い
け
だ田
陽よ

う
こ子
さ
ん
（
薬
膳
ア
テ
ン

　

ダ
ン
ト
）

▼
定
員　

30
人

▼
申
込
期
限　

12
月
４
日
㊋
ま
で

６
次
産
業
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
３

▼
と
き　

12
月
25
日
㊋
14
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
４
階
大
会
議
室（
大
手
町
）

▼
対
象　

市
内
の
食
を
担
う
人
や
食
に
関

　

心
の
あ
る
人
（
新
規
就
業
予
定
者
を
含

　

む
市
内
の
農
林
漁
業
者
や
事
業
者
、
支

　

援
機
関
の
人
な
ど
）

▼
内
容　
「
成
功
事
例
に
学
ぶ
ソ
ー
シ
ャ

　

ル
デ
ザ
イ
ン
〜
世
界
一
美
食
の
街
・
サ

　

ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
〜
」

▼
講
師　

岩い
わ
さ佐

十と
お
る良

さ
ん
（（
株
）
自
遊

　

人
代
表
取
締
役
）

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
料
金　

無
料

迎
春
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

▼
と
き　

12
月
27
日
㊍
19
時
30
分
〜
21
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

　

ン
ト
作
り

▼
定
員　

20
人

▼
持
ち
物　

花
切
り
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り

　

用
の
袋

▼
料
金　

２
５
０
０
円（
材
料
・
花
器
代
込
み
）

▼
申
込
期
限　

12
月
15
日
㊏

　

軽
自
動
車　

７
９
９
０
円

※
フ
ル
カ
ラ
ー
は
追
加
で
１
０
０
０
円
以

　

上
の
寄
付
金
が
必
要

夜間のＨＩＶ（エイズ）検査を実施します
■問い合わせ　若狭健康福祉センター☎ 52・1300

　12 月 1 日の「世界エイズデー」に合わせ、夜間検査を実施します。
検査で早期発見・早期治療につなげましょう。
▶と　き　12 月 3 日㊊ 17 時 30 分〜 19 時 30 分
▶ところ　若狭健康福祉センター（四谷町）
▶内　容　血液検査
※感染の心当たりのある日から 3 ヶ月以上経ってから受検してください
※検査結果は、約１週間後に面接にてお伝えします
　（電話ではお伝えできません）
★夜間検査以外に、 定例のエイズ検査・肝炎検査も実施中
　 毎月第 1・第３月曜日　９時〜 10 時 30 分

▼
申
込
期
限　

12
月
17
日
㊊

※
当
日
参
加
も
可
能
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

健
康
・
福
祉

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
最
後
の
生
活
習
慣
病
健
診
で

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
５
日
㊌
、
12
月
10
日
㊊

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川

　

町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

　

※
12
月
５
日
は
子
宮
頸
・
乳
が
ん
検
診

　
　

な
し
。
10
日
は
胃
が
ん
検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

　林業の仕事に従事したことがあり、当時、林退共制度に加入し
ていた人、または加入していたかもしれない人で、退職金の請求
手続きをした心当たりのない人は、林退共事業本部、または最寄
りの支部に問い合わせてください。

■問い合わせ
    独立行政法人勤労者退職金共済機構  林業退職金共済事業本部
    ☎ 03・6731・2889 ／ FAX 03・6731・2890

過去に林業に従事されていた人へ
林業退職金共済制度（林退共）の退職金請求はお済みですか

平
成
31
年
度
小
浜
市
奨
学
生

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
１

県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金

（
小
・
中
学
校
就
学
児
分
）

　

県
で
は
、
生
計
を
と
も
に
し
た
父
、
母
、

未
成
年
後
見
人
を
交
通
事
故
な
ど
で
亡
く

し
た
子
ど
も
が
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学

す
る
と
き
に
、
そ
の
保
護
者
に
就
学
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象　

市
民
税
の
所
得
割
が
課
税

　

さ
れ
て
い
な
い
世
帯

▼
申
請
期
限　

平
成
31
年
１
月
18
日
㊎

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」
作
品

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　
市
で
は
、「
人
権
週
間
」（
12
月
４
日
〜

11
日
）
に
ち
な
ん
で
「
心
あ
た
た
ま
る
手

紙
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
体
験
し
た
、

あ
た
た
か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
、
短
い

手
紙
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は

　

原
稿
用
紙
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
２
０
０

　

字
以
内
で
記
入
し
、、
住
所
・
氏
名
を

　

記
載

▼
申
込
方
法　

平
成
31
年
１
月
９
日
㊌
ま

　

で
に
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ま
た

　

は
中
央
公
民
館
）
へ
提
出

※
実
施
要
項
お
よ
び
応
募
用
紙
は
、
生
涯

　

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
中
央
公
民
館
、
各

　

地
区
公
民
館
に
設
置

　

市
で
は
、
平
成
31
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
校
・
高
専
・

　

専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
を

　

希
望
し
、
貸
付
要
件
を
満
た
す
人

※
貸
付
要
件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
奨
学
資
金　

い
ず
れ
も
月
額
で
、【
高

　

校
・
高
専
】
１
万
円
【
専
修
学
校
】
２

　

万
円
【
短
大
・
大
学
】
３
万
円

▼
返
済
期
間　

修
業
か
ら
６
年
以
内
（
無

　

利
子
・
無
担
保
）

▼
申
込
方
法　

平
成
31
年
２
月
13
日
㊌
ま

　

で
に
申
込
用
紙
を
教
育
総
務
課
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
各
中
学
校
・
高
校
に
設
置

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業 

参
加
者

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
内
容　

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
研

　

修
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
な
ど

▼
研
修
先　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　

ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

▼
日
程　

平
成
31
年
３
月
24
日
㊐
〜
４
月

　

５
日
㊎
の
う
ち
６
日
間
〜
11
日
間

▼
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

▼
料
金　

25
万
８
０
０
０
円
〜
49
万
８
０

　

０
０
円

▼
申
込
期
限　

平
成
31
年
２
月
１
日
㊎

※
１
月
19
日
㊏
に
、
京
都
市
で
事
前
説
明

　

会
あ
り
（
任
意
・
申
込
不
要
・
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
国
際
青

　

少
年
研
修
協
会
☎️
03
・
６
４
１
７
・
９

　

７
２
１

市
内
医
療
機
関
で
の
生
活
習
慣
病
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

特
定
・
基
本
健
診（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
）

が
受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
は
次
の

９
カ
所
で
す
。

▼
医
療
機
関　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜

　

病
院（
基
本
健
診
は
受
診
不
可
）、い
ち

　

せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
木
村
医
院
、
し
ん
た

　

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
田
中
整
形
外
科
、
田

　

中
病
院
、
中
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
に
し
お

　

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
本
馬
医
院

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

　

不
当
表
示
の
苦
情
な
ど
、
消
費
生
活
に

関
す
る
あ
な
た
の
声
を
県
政
へ
届
け
ま
せ

ん
か
。

▼
業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン

　

ケ
ー
ト
へ
の
協
力
、
研
修
会
へ
の
参
加

　

な
ど

　

※
謝
金
・
交
通
費
支
給
あ
り

▼
募
集
人
数　

３
人
（
20
歳
以
上
の
市
民
）

▼
任
期　

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
平
成
32

　
年
３
月
31
日

▼
申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月
18
日
㊎
ま

　

で
に
生
活
安
全
課
へ

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
相
談
支
援
員
が
生
活
上
の
問

題
・
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
、
生
活
の
立
て

直
し
や
、
経
済
的
・
社
会
的
自
立
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

【
相
談
例
】

　
お
金
が
な
く
生
活
が
苦
し
い
、
借
金
が

あ
る
、仕
事
が
な
く
引
き
こ
も
っ
て
い
る
、

電
気
・
ガ
ス
が
止
ま
り
そ
う
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

市
自
立
促
進
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
市
民
福
祉
課
内
）
☎️
64
・
６
０

　

１
１

ドクターヘリとは？
　医師が搭乗し、救命医療を行う専用のヘリコプ
ターです。
　119 番通報を受けた消防機関が出動を要請し、
患者の容体や家族の希望などを考慮した上で、嶺
南地域または滋賀県内の病院に搬送します。
　搬送自体は無料ですが、救急現場やヘリ内での
治療には、往診料や初診料などの費用がかかりま
す。
　運航時間は 8 時 30 分〜日没まで。毎日運航し
ます。ただし、悪天候や視界不良の場合は休止し
ます。

嶺南地域でも運航を開始
　滋賀県および京都府南部エリアで運航している
京滋ドクターヘリが、9 月 29 日から、本県の嶺
南地域へ運航エリアを拡大しました。
　救急現場での早期の医療処置により、救命や後
遺症の軽減が期待されます。
　この 9 月・10 月には、事故による救急患者の
搬送を行っています。

嶺南地域でドクターヘリが運航開始！
■問い合わせ　県健康福祉部地域医療課☎ 0776・20・0346

放
送
大
学
４
月
入
学
生

福
井
大
学
放
送
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

　
放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
所
管
す
る
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
関
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
㊏
〜
平
成
31
年

　

３
月
17
日
㊐

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

　

人
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接
会

ｉ
ｎ
ふ
く
い

商
工
観
光
課

　

福
井
労
働
局
で
は
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
共
通
】

▼
と
き　

12
月
９
日
㊐

▼
と
こ
ろ　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ（
福

　

井
市
）

▼
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
労
働
局
職
業
安
定

　

課
☎️
０
７
７
６
・
26
・
８
６
０
９

【
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
探
そ
っ
サ
！
仕

事
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」】

▼
と
き　

10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容　
「
福
井
が
生
ん
だ
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー　

中な
か
が
い
ち

垣
内

　

祐ゆ
う
い
ち一
が
語
る
仕
事
の
流
儀
」

【
合
同
企
業
説
明
会
】

▼
と
き　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
参
加
企
業　

30
社

「もしも」に備える

満タン＆灯油プラス１缶運動
■問い合わせ　福井県石油商業組合☎ 0776・34・3151

●災害で燃料が入手困難に

　本年２月の福井豪雪では、油槽所からの
道路が閉ざされ、ガソリンスタンドで在庫
切れや給油制限を余儀なくされました。
　また、大地震や豪雨など、大きな災害が
起こるたびに、ガソリンスタンドに燃料を
求める人が殺到し、入手が困難になる状況
が発生しています。

●タンク満タン、プラス１缶の備蓄を

　ガソリンや灯油といった燃料は、車など
の移動手段のほか、車中避難や暖房の使用
にも欠かせません。
　非常食や飲料水を備えるのと同じよう
に、日頃から、車のガソリンは満タンに、
灯油は１缶多めに買い置
きすることを心がけて、
みんなで「もしも」に備
えましょう。

▶と　き　12 月 15 日㊏ 14 時 30 分〜 16 時 15 分
▶ところ　働く婦人の家（大手町）
▶講　演　「女性の活躍が日本を救う」
▶講　師　浜

は ま の

野 京
みやこ

さん（内閣府政策参与（クールジャパン戦略担当））
　　　　　日本貿易振興機構（J

ジ ェ ト ロ

ETRO）初の女性理事に就任
　　　　　し、現在は顧問。ミラノ万博担当役員
▶主　催　小浜男女共同参画ネットワーク
※開会前には、おばまガールズ・ケイキ＆カイカマヒネク
　ラスの子どもたちによるフラダンス披露（約 15 分）

「男女共同参画のつどい」を開催します
■市民協働課☎ 64・6009



広報おばま　平成 30. 12 ⓰⓱ 広報おばま　平成 30. 12

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

施設

12 月 １月

問い合わせ・備考25
㊋

26
㊌

27
㊍

28
㊎

29
㊏

30
㊐

31
㊊

1
㊋

2
㊌

3
㊍

4
㊎

5
㊏

市役所 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×
市役所（代表）☎ 53・1111
12月29日㊏〜1月3日㊍の出生、死亡などの「戸
籍の届け出」「火葬の予約」は、宿日直の職員が
受け付けします

市立図書館 × ○ ○ × × × × × × × × ○ ☎ 52・1042

温水プール ○ × × × × × × × × × × △
※

☎ 53・0450
※ 1 月 5 日㊏は 10 時〜18 時まで

市民体育館 ○ ○ × × × × × × × × × ○ ☎ 53・0085

総合運動場 ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ☎ 58・0836

子育て支援
センター ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 56・3386

食文化館 ○ × ○ × × × × × △
※

△
※

△
※

△
※

☎ 53・1000
※ 1 月 2 日㊌〜5 日㊏は 10 時〜16 時まで

濱の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
※ ○ ○ ○ ○ ☎ 53・4126

※ 1 月 1 日㊋は 7 時オープン

濱の四季 ○ × ○ ○ △
※ × × × △

※
△
※ × ○

☎ 53・0141
12 月 29 日㊏、1 月 2 日㊌、3 日㊍はランチ（11
時〜 14 時 30 分）のみ営業

道の駅
「若狭おばま」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × △

※ ○ ○ ○
☎ 56・3000
※ 1 月 2 日㊌は 10 時〜18 時まで物販施設
　 のみ営業（フード部門は休み）

まちの駅
旭座 × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 52・2000

あいあい
バス ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 北陸新幹線・総合交通推進室☎ 64・6067

ごみの収集 ○ ○ ○ ○ × × △
※ × × × ○ ×

環境衛生課☎ 64・6016
※ 12 月 31 日㊊は、月曜収集地域の可燃ゴミに
　 限り回収（施設への持ち込みはできません）

クリーン
センター ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ☎ 53・5550

受付時間は 9 時〜16 時まで

リサイクル
プラザ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ×

☎ 59・9000
受付時間は 9 時〜16 時まで
年内に事業所でリサイクル可能な資源ごみを持
ち込む場合は 12 月 28 日㊎までに環境衛生課の
承認を受けてください。個人は不要です

し尿の
くみ取り

年末は大変込み合いますので、12月 10日㊊までに
予約してください ㈱アクアテック☎ 64・5460

○…平常業務　×…休館・休業　△…一部のみ／時間変更■年末年始の業務ガイド

最優秀賞受賞作品
「チューリップ保育園」

【
講
評
】

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園
は
、
事
務
所
の
窓

際
と
渡
り
廊
下
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

園
児
も
世
話
に
加
わ
り
、
収
穫
か
ら
調
理

ま
で
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
設
置
場
所
に
も
創
意
工
夫
が
見
ら

れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
団
体
部
門
で
は
保
育
園
か
ら
の
応

募
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
熱
心
な
取

り
組
み
に
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

団 

体 

部 

門

最優秀賞受賞作品
「田中さん宅」

【
講
評
】

　

田
中
さ
ん
は
、
自
宅
の
窓
際
に
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
で
、
雨
が
少
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
屋
根
に
至
る
ま
で

青
々
と
よ
く
茂
っ
て
お
り
、
そ
の
生
育
状
況

も
受
賞
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
庭
部
門
で
は
全
体
的
に
生
育
が
良
く
、

見
た
目
に
も
美
し
い
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
他
に
も
日
陰
を
憩
い
の
場
に
す
る

な
ど
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

家 

庭 

部 

門

　
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
８
」
の
最
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
地
域
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
取
り
組
み
が
広
ま
る
よ
う
に
、
市
内
の

家
庭
や
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
29
年
度

か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
団
体
部
門
５
件
、
家
庭
部
門
８
件

の
応
募
が
あ
り
、
９
月
28
日
の
審
査
委
員

会
で
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
団
体
部
門
　
最
優
秀
賞
】

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園
（
伏
原
）

【
家
庭
部
門
　
最
優
秀
賞
】

田た
な
か中
さ
ん
宅
（
南
川
町
）

環境衛生課☎ 64・6016

グリーンカーテンコンテスト最優秀賞決定

その一歩が、未来をつくる

【主なメニュー】

○健康づくりと疾病予防

○介護予防と認知症

○防災のはなし

○詐欺・悪質商法にご用心

○北陸新幹線のはなし

○鯖街道と小浜の将来展望

○国民年金制度について

○小浜市の財政レポート

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
職
員

が
説
明
を
行
う
「
出
前
講
座
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
市
の
政
策
や
制
度
、
身
近

な
暮
ら
し
の
話
題
な
ど
、70
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　

各
地
区
や
老
人
会
・
子
ど
も
会
な
ど

各
種
団
体
の
勉
強
会
や
、
学
校
・
職
場

で
の
教
育
・
研
修
な
ど
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
民
で
構
成
す
る
、
お
お
む

　

ね
10
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
グ
ル

　

ー
プ

▼
申
込
期
限　
希
望
日
の
１
ヶ
月
前

　

※
講
座
メ
ニ
ュ
ー
・
申
込
書
は
市
民

　
　

協
働
課
の
窓
口
や
各
地
区
公
民
館
、

　
　

市
公
式
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
で
入
手
で
き
ま
す

皆
さ
ん
の
「
知
り
た
い
」
に
答
え
ま
す

「
出
前
講
座
」
を
ご
注
文
く
だ
さ
い

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９



　対象となるテーマは、①「食と医療」、②「食と

健康増進」、③「食育と地域活動」の３テーマ。

　今年も全国各地から取り組みを募集したところ、

３テーマ合わせて 13 件の応募がありました。

　審査委員会（会長 須
す ど う

藤正
まさかつ

克・福井大学特別顧問）

による審査の結果、「杉田玄白賞」に山
や ま だ

田正
まさひと

仁さん（石

川県）が、「杉田玄白賞奨励賞」に平
ひ ら た

田昌
まさひろ

弘さん（北

海道／小浜市出身）が選ばれました。

　12 月 15 日㊏には、杉田玄白記念公立小浜病院（大

手町）で、表彰式と、受賞者による記念講演会を実

施し、私たちの身近な生活にも深く関わるその研究

内容を、わかりやすく話していただきます。

広報おばま　平成 30. 12 ⓲⓳ 広報おばま　平成 30. 12

第１７回「杉田玄白賞」の受賞者が決定！

　杉
す ぎ た

田玄
げんぱく

白は、小浜藩の蘭学医。日本

最初の本格的な医学解剖書である「解
かい

体
たい

新
しんしょ

書」を編さんし、日本の医学の進

歩と近代文化の発展に大きく貢献しま

した。

　玄白の残した養
ようじょうくん

生訓「養
ようじょう

生七
し ち ふ か

不可」からは、食こそ

医術の基本であるという「医食同源」の理念が見てと

れます。

　市では、郷土の偉人・杉田玄白の功績をたたえ、毎年、

「食」に関するテーマに沿った進歩的な研究や取り組み

を実施している人の中から、功績顕著な人に「杉田玄

白賞」を贈り表彰しています。

■問い合わせ　文化課☎︎ 64・6034

杉田玄白賞

山
や ま だ

田 正
まさひと

仁 さん
金沢大学大学院 教授

杉田玄白賞奨励賞

平
ひ ら た

田 昌
まさひろ

弘 さん
帯広畜産大学 教授

「食による認知症予防」を研究・推進！（テーマ①「食と医療」）
  食品摂取の習慣と、認知機能の低下の関連性に注目。
  緑茶などの食品に含まれる成分が、アルツハイマー病による脳の変化を抑える
  作用があること、将来的な認知症の発病リスクを減少することを解明しました。

研
究
内
容

  60 歳以上の地域住民約 500 人を５年間、追跡調査を行うなど、地域に密着し
  た基礎研究が高く評価されました。

評
価
点

 「認知症を知る、防ぐ、治す〜「食」による認知症予防をめざして〜
  認知症の実態や最新情報、食品による予防法の開発を紹介します。

記
念
講
演

 世界の乳文化を研究！（テーマ③「食育と地域活動」）
  単なる食料に留まらず、保存・加工技術や畜産業など、人類社会の発展を支え
  た乳文化を研究。世界で初めて乳文化の発達史をまとめ、「ユーラシア大陸にお
  ける乳文化の一元二極化」仮説として提唱しました。

研
究
内
容

  約 25 年間にわたり、アジアやヨーロッパなど世界各地を自らの足で訪ね歩き、
  乳文化に着目したユニークな調査・研究を行ってきたことが評価されました。

評
価
点

 「人とミルクの１万年〜人類を支えてきた乳文化〜」
  食料の安定供給や、保存・加工技術や畜産業の発展など、人類の歴史における「革
  命」を起こしてきた乳文化の世界について紹介します。

記
念
講
演

「杉田玄白賞」これまでの歩み

　また、申請者の多くは、紫綬褒章や各種学会などの表
彰を受賞したり、研究の第一人者としてメディアに出演
するなど、いずれも第一線で活躍している人たちであり、
特に医学や食に関わる研究者の間で、「杉田玄白賞」は非
常に注目度の高いものとなっています。
　これまでの 16 回における、受賞者とその研究内容の
一部を紹介します。

　杉田玄白賞は、平成 14 年度にスタート。本年の 17 回
までに、北海道から沖縄まで全国各地から累計 231 件の
応募があり、そのうち 22 人が表彰されています。
　申請者や研究内容は多岐にわたり、大学教授や地域の
食育活動団体、専門機関の研究員などから、郷土料理の
継承、減塩などの食育活動、食品が体に及ぼす効果の研
究など、毎年さまざまな取り組みが寄せられています。

黒
く ろ だ

田 留
る み こ

美子さん

『「高齢者ソフト食」の開発』
食べ物をかんだり飲み込んだりする力が弱くても、美味しく食べ
られる「高齢者ソフト食」を開発。平成 26 年に特許を取得し、同
年に農林水産省から感謝状が贈呈されました

受
賞
テ
ー
マ

家
や も り

森 幸
ゆ き お

男さん

『栄養摂取と循環器系疾患の予防』
血管の病気（循環器系疾患）は、遺伝子が関係するものでも、食事
によって遺伝子の支配を克服し予防可能であること、日本食が健康
に大いに貢献しうることを解明しました

受
賞
テ
ー
マ

第 1 回 ( 平成 14 年度 ) 受賞

第 2 回 ( 平成 15 年度 ) 受賞

郡
こおり

 健
け ん じ ろ う

二郎さん

『尿路結石の発生機序解明と予防』
尿路結石が動脈硬化の類似疾患であることを発見。生活習慣病の
１つとして捉え、食生活を改善することによって、予防が可能で
あることを示しました

受
賞
テ
ー
マ

赤
あかはね

羽 義
よしあき

章さん

『へしこの研究（血圧上昇抑制・脂質代謝改善）』
若狭の郷土料理である「へしこ」（青魚のぬか漬け）に、血圧の上
昇を抑制する効果や、脂質代謝を改善する作用があることを解明
しました。当時の福井県立大学副学長

受
賞
テ
ー
マ

第 8 回 ( 平成 21 年度 ) 受賞

都
つ づ き

築 毅
つよし

さん

『伝統的日本食と健康長寿の研究』
1970 年代〜 1980 年代の伝統的日本食が健康長寿に最も効果的で
あることを明らかにしました。受賞翌年には日本テレビ系「世界
一受けたい授業」に出演、同研究について解説しました

受
賞
テ
ー
マ

小
お が わ

川 佳
よしひろ

宏さん

『生活習慣病の分子機構の解明と新しい治療戦略の開発について』
内臓に脂肪が蓄積されて起こる慢性炎症に焦点を当て、生活習慣病
の分子機構の解明と、新しい治療戦略の開発に関する研究を推進。
イギリスの学術誌「N

ネ イ チ ャ ー

ature」に複数の論文が掲載されています

受
賞
テ
ー
マ

第16回(平成29年度)受賞

第 4 回 ( 平成 17 年度 ) 受賞

第13回(平成26年度)
奨励賞受賞

小川さんの記念講演「肥満は万病のもと」は、文化課で DVD（チャンネル O で放送）の
貸し出しを行っています。肥満の判定方法や分類、なぜ肥満になるのか、正しいダイエッ
ト方法などについて、わかりやすく解説されていますので、ぜひご覧ください。

小浜市
出身

第 17 回「杉田玄白賞」表彰式・記念講演会を開催します！
　 【と　き】12 月 15 日㊏ 13 時〜　　　　　　　　  【料金】無料
 　【ところ】杉田玄白記念公立小浜病院 9 階（大手町）    ※どなたでもご来場いただけます

御
み け つ く に

食 国
大 使

御
み け つ く に

食 国
大 使
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相
手
の
意
識
変
化 

実
感
し
や
り
が
い

男子バスケットボール部　キャプテン

「
ま
ず
１
勝
」
着
実
に
歩
み
重
ね
た
い

全
員
が
全
力
尽
く
せ
る
チ
ー
ム
に

（小浜中学校 2 年生）

　

10
月
に
行
わ
れ
た
若
狭
地
区
新
人
戦
で

優
勝
し
、
続
く
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
入
り
を

果
た
す
な
ど
、
好
調
な
滑
り
出
し
を
み
せ
る

小
浜
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
濱
本
く
ん
は
、

「
県
大
会
で
自
分
た
ち
の
実
力
が
確
認
で
き

た
。
試
合
で
見
つ
か
っ
た
課
題
の
克
服
が

今
後
の
目
標
で
す
」
と
気
合
を
入
れ
ま
す
。

　

小
学
１
年
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
『
サ
ン

ロ
ケ
ッ
ツ
』
に
所
属
し
、
競
技
を
続
け
て
き

た
濱
本
く
ん
。「
練
習
を
重
ね
た
分
だ
け
う

ま
く
な
り
、
上
達
す
る
に
つ
れ
楽
し
さ
が
増

し
て
く
る
」
と
競
技
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

部
で
は
、“
応
援
と
プ
レ
ー
で
認
め
ら
れ

る
チ
ー
ム
”
を
目
指
し
て
お
り
、
濱
本
く
ん

は
、「
全
員
が
で
き
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く

す
チ
ー
ム
に
し
た
い
」
と
話
し
、
練
習
で
は

率
先
し
て
周
り
に
手
本
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
が
休
み
の
日
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
没
頭
す
る
濱
本
く
ん
に
、
今
後

の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
次
の
大
会
で
も

県
ベ
ス
ト
４
以
上
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
。

個
人
で
は
、
県
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
、
都
道
府
県
対
抗
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル

ス
タ
ー
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
」
と
気
負

い
の
な
い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

濱
は ま も と

本 一
い つ き

輝 く
ん

　

若
狭
東
高
校
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
は
、

２
年
生
６
人
、
１
年
生
８
人
が
所
属
。
多

く
は
高
校
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
木
橋
さ
ん
も
、
テ

ニ
ス
に
取
り
組
ん
だ
の
は
高
校
か
ら
。「
今

ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
入
部
し
ま
し
た
」
と
、

競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
語
り
ま
す
。

　

初
心
者
が
多
い
な
が
ら
も
、
互
い
に
支
え

合
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
、
こ
の
秋
行
わ
れ

た
新
人
戦
で
は
、
ダ
ブ
ル
ス
で
木
橋
さ
ん
の

ペ
ア
を
含
む
３
組
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
。
着

実
に
練
習
の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

率
先
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、「
試

合
や
練
習
で
部
員
の
成
長
が
見
え
た
と
き
、

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
」
と
語
る
木
橋
さ
ん
の
姿
に
、
顧
問
の
松ま
つ

本も
と

先
生
も
「
も
と
も
と
し
っ
か
り
者
だ
っ
た

が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
頼
も

し
く
な
っ
た
」
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　

最
後
に
、今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
ま

ず
は
試
合
で
１
勝
を
挙
げ
る
こ
と
。
小
さ

な
一
歩
で
す
が
、
み
ん
な
そ
こ
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
る
。
１
つ
で
も
多
く
勝
っ

て
結
果
を
残
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

充
実
し
た
生
活
送
る
手
助
け
し
た
い

（23 歳・遠敷四丁目）

　

介
護
福
祉
士
と
し
て
、
施
設
利
用
者
の

実
情
に
合
わ
せ
た
介
助
を
行
う
山
口
さ
ん
。

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
兄
弟
や
親
戚
の
面
倒
を
み

る
こ
と
が
好
き
で
、
将
来
は
人
の
世
話
を

す
る
仕
事
を
し
た
い
と
漠
然
と
考
え
て
い

た
」
と
話
し
、「
高
校
２
年
の
と
き
に
部
活

動
で
体
験
し
た
、
介
護
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
こ
の
業
界
を
志
望
す
る
決

め
手
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
と

『
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き

の
達
成
感
が
何
事
に
も
代
え
が
た
い
や
り

が
い
」
と
語
る
一
方
で
、「
ど
う
し
た
ら
相

手
が
喜
び
、
心
を
開
い
て
も
ら
え
る
の
か

を
常
に
考
え
て
い
る
」
と
自
ら
の
課
題
に

向
き
合
い
な
が
ら
仕
事
に
打
ち
込
み
ま
す
。

　
「
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
人
生
経
験
の
豊

か
な
人
ば
か
り
。
会
話
ひ
と
つ
で
も
勉
強

に
な
る
こ
と
が
多
い
」
と
語
る
山
口
さ
ん
。

「
今
後
も
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
心
掛
け
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

目
標
を
尋
ね
る
と
、「
い
ず
れ
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
の
資
格

を
取
得
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
手
助
け
を
し
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
や ま ぐ ち

口 淳
じ ゅ ん や

也 さ
ん

勤務先　老人福祉施設 もみじの里

青年海外協力隊員

（36 歳・生守）

堂
ど う わ き

脇 千
ち え

恵 さ
ん

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
開
発
途
上
国
の
発

展
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
自
分
の

ス
キ
ル
を
現
地
の
人
々
の
た
め
に
生
か
し

た
い
」
と
望
む
人
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。

　

堂
脇
さ
ん
は
隊
員
と
し
て
、
平
成
28
年
か

ら
２
年
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
病
院
に
赴
任
。

看
護
師
の
知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
職
場
環

境
の
改
善
や
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
家
族
へ
の
教
育
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
「
医
療
廃
棄
物
の
厳
重
管
理
や
、
手
洗
い

の
徹
底
な
ど
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

を
教
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

　
「
赴
任
し
た
当
初
は
、多
忙
な
相
手
の
ペ
ー

ス
を
つ
か
み
、
意
欲
を
引
き
出
す
の
に
苦
労

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
堂
脇
さ
ん
。
そ
れ

で
も
、
共
に
生
活
す
る
中
で
少
し
ず
つ
信
頼

を
築
き
、「
最
初
は
活
動
に
懐
疑
的
だ
っ
た

人
も
、
や
が
て
率
先
し
て
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
徐
々
に
そ
の
成

果
が
表
れ
ま
す
。

　
「
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
、『
患
者
の
た
め
に
病

院
が
き
れ
い
に
な
る
の
が
う
れ
し
い
』
と

言
っ
て
く
れ
た
と
き
、
活
動
の
意
義
を
実
感

し
、
私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
、
満

面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

女子硬式テニス部　キャプテン

（若狭東高校２年生）
木

き ば し

橋 穂
ほ の か

乃果 さ
ん



ど
ん
な
治
療
を
す
る
の
？

　
「
肺
が
ん
」
と
聞
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
抱
か
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
２
０
１
６
年
に

が
ん
で
死
亡
し
た
日
本
人
は
37
万
２
９
８
６

人
で
、
肺
が
ん
は
男
性
の
１
位
、
女
性
の
２

位
、
男
女
合
計
で
は
１
位
の
死
亡
数
で
し
た
。

　

大
抵
の
場
合
、
初
期
の
肺
が
ん
は
無
症
状

で
あ
り
、
他
疾
患
の
治
療
中
や
集
団
検
診
で

見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
症
状
を
自
覚

し
た
時
点
で
発
見
さ
れ
る
も
の
は
、
が
ん
が

進
行
し
、
離
れ
た
臓
器
へ
の
転
移
が
み
ら
れ

る
「
進
行
肺
が
ん
」
の
場
合
が
多
い
で
す
。

　

手
術
が
可
能
な
患
者
は
、
肺
が
ん
患
者
全

体
の
約
１
／
３
で
、
初
期
の
肺
が
ん
は
手
術

や
放
射
線
治
療
の
適
応
と
な
り
ま
す
が
、
手

術
で
す
べ
て
の
が
ん
細
胞
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
な
い
進
行
肺
が
ん
は
全
身
薬
物
療

法
、
す
な
わ
ち
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
い
ま
す
。

肺
が
ん
治
療
の
歴
史

　

１
９
４
８
年
、
初
め
て
抗
が
ん
剤
治
療
が

開
始
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

治
療
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
０

年
代
に
は
、
進
行
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と

６
カ
月
未
満
の
先
行
き
し
か
期
待
で
き
ま
せ
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【アクセス】

小浜市奥田縄

小浜 IC から車で 36 分、

さらに徒歩で約 500㍍先

【文と写真】

地域おこし協力隊 ヤマダ

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
奥田縄の滝

第 38 回

　奥田縄区の最奥にある「奥田縄の滝」。その魅力を、
江戸時代の国学者・伴

ばん

信
のぶとも

友は、「繰り返し見れどもあ
かず杣

そ ま ぎ

木ひく田縄の山の奥の滝水」と詠みました。
　川沿いの道の終点には、この信友の歌が添えられ
た、滝への道のりを記す看板が設置されています。
 　看板によると、滝までは、沢沿いに進むルートと、
尾根を通るルートの 2 種類。私は今回、 尾根道ルー
トで滝へ向かうことにしました。
　しかし、予想以上に険しい道のりなうえ、足元が
サンダルで滑りやすく、途中で断念。山道を甘く見
ていました。次に訪れるときは、バシッと全身アウ
トドアウエアで固めて、滝までたどり着きたいと思
います。 写真は滝へ向かう道の入口の様子です。

親
し
ま
れ
る
劇
団
で
あ
り
続
け
た
い

劇団久
く す や

須夜　団員

（82 歳・貴船）

大
お お し ま

島 久
ひ さ お

男 さ
ん

　

劇
団
久
須
夜
は
、
文
化
会
館
の
建
設
を

き
っ
か
け
に
、
昭
和
47
年
に
若
狭
地
方
で

初
と
な
る
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
集
団
と
し
て

設
立
。
現
在
、
市
内
外
に
住
む
約
30
人
が

所
属
し
、
郷
土
の
偉
人
・
伝
説
を
題
材
に

し
た
舞
台
の
公
演
を
中
心
に
市
の
総
合
文

化
祭
の
演
出
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
主
に
大
道

具
の
担
当
と
し
て
会
の
発
展
に
尽
力
し
て

き
た
大
島
さ
ん
。「
演
劇
は
総
合
芸
術
で
す
。

照
明
や
音
響
、
美
術
な
ど
あ
ら
ゆ
る
担
当

が
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
舞
台
を
創
り
上
げ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
「
劇
中
に
他
人
を
演
じ
る
こ
と
で
、
自
分

を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
、
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
が
養
え
る
」と
語
る
大
島
さ
ん
。「
団

員
の
み
ん
な
が
、
活
動
を
通
し
て
、
自
分

の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、“
久
須
夜
”
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、

親
し
ま
れ
る
劇
団
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
」

　

同
劇
団
で
は
、
12
月
23
日
㊐
に
文
化
会
館

（
大
手
町
）
で
演
劇
『
夢
と
う
つ
つ
に
踊
れ
、

玄
白
』
を
上
演
。
入
場
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
、
文
化
会
館
☎︎
53
・
９
７
０
０
ま
で
。

ート＆　 ルチャーカア

支
え
合
う
力
で
今
後
も
躍
進
を

んなで 体 スポ国 障み
　

県
勢
が
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
共
に
獲
得

し
、
大
躍
進
を
遂
げ
た
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
。
上
田
さ
ん
は
長
年
、
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
理
事
を
務
め
、
国
体
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
躍
進
を
「
予
想
以
上
の
好
成

績
。
50
年
に
一
度
の
地
元
開
催
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
選
手
た
ち
の
頑
張
り
が
報

わ
れ
た
の
は
感
無
量
で
す
」
と
振
り
返
る

一
方
、
選
手
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、

大
会
の
Ｐ
Ｒ
や
競
技
の
運
営
、
選
手
団
の

受
け
入
れ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
力

を
尽
く
す
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
「
控
え
の
選
手
や
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
観
客
の
応
援
な
ど
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

陰
に
い
る
『
裏
方
』
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、

今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
す
上
田

さ
ん
。
会
期
中
は
台
風
な
ど
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
も
見
舞
わ
れ
る
中
、
懸
命
に
対
応
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
「
触
れ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
」
と
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
「
選
手
は
裏
方
の
支
え
を
、
裏
方
は
選
手

の
頑
張
り
を
、
お
互
い
力
に
で
き
た
。
今

回
の
国
体
で
築
い
た
も
の
を
大
切
に
、
今

後
も
更
な
る
躍
進
を
」
と
、
福
井
の
ス
ポ
ー

ツ
の
未
来
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

肺
が
ん
の
治
療
方
法
と

そ
の
歴
史

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

内

科

塚つ
か
お尾  

仁ひ
と
か
ず一  

医
師

ん
で
し
た
が
、
１
９
９
０
年
代
に
は
12
カ
月

程
度
ま
で
延
長
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
２
０
０
０
年
代
初
頭
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
新
規
抗
が
ん
剤
で
あ
る
分
子
標
的
薬

や
、
２
０
１
８
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ

た
本ほ

ん
じ
ょ庶

先
生
の
功
績
で
も
あ
る
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
が
開
発
さ
れ
、
20
カ
月

以
上
の
先
行
き
が
期
待
で
き
る
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

　
一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、
治
り
に
く
い
せ

き
や
血
た
ん
、
呼
吸
時
の“
ぜ
ー
ぜ
ー
音
（
喘

鳴
）”な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
初
期
の
肺
が
ん

は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
公

立
小
浜
病
院
で
は
、
京
都
大
学
呼
吸
器
内
科

医
師
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
肺
が
ん
の
診

断
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
年
以
上
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
い
な
い
人
や
心
配
な

人
は
内
科
外
来
を
受
診
し
、
一
度
画
像
検
査

を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

福井県スポーツ協会　理事

（67 歳・遠敷１丁目）
上

う え だ

田 俊
と し ひ こ

彦 さ
ん

★
奥田縄の滝

口名田小

永福庵



㉕ 広報おばま　平成 30. 12

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

ベビーキッチン※
とき：3 日㊊　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：食文化館
　　　問子育て支援センター
　　　☎ 56・3386
親子でクッキングを楽し
みましょう

■各種相談・休館日など

人の動き（11 月 1 日現在） 
・人口 29,394 人
　（前月比 ±0 人）
　（前年同月比 -405 人）
　男性 14,423 人
　女性 14,971 人
　世帯数 11,983 世帯
・異動   転入　76 人   転出　64 人
　　　  出生　24 人   死亡　36 人

広報おばま　平成 30. 12㉔

エイズ・肝炎相談、検査
とき：3 日㊊・17 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に関
する検査や相談（月〜金）
を受けることができます

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 4 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

結婚相談 6 日㊍、20 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

出張年金相談※ 13 日㊍、27 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

行政相談 18 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 20 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

法律相談（消費生活トラブル）※ 27 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

人権相談
とき：5 日㊌　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

■体や心・生活の相談
こころの相談※

とき：毎週㊌ 10 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：4 日㊋、18 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、アルコール
問題、認知症に関する相
談に精神科医が応じます

誕生会※
とき：19 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

子育てワイワイ広場
とき：17 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：17 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

心配ごと相談
とき：12 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

クリスマス会※
とき：5 日㊌　
　　　10 時〜11 時
ところ：今富公民館
　　　問子育て支援センター
　　　☎ 56・3386
サンタクロースとのふれ
あいなどを楽しみましょう

親子運動遊び※
とき：7 日㊎・21 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

■子育て情報 ■今月の休館日 ■今月の窓口■今月の休日当番医

市立図書館
4 日㊋・11 日㊋・16 日㊐・
18 日㊋・23 日㊐㊗・25 日㊋・
28 日㊎〜 31 日㊊

市民サービスコーナー
16 日㊐・23 日㊐㊗・24 日㊊㊡・
29 日㊏〜 31 日㊊

温水プール
3 日㊊・10 日㊊・17 日㊊・
26 日㊌〜 31 日㊊

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

編 

集 

後 

記

●今月は市内の農林漁業者をは
じめとする多くの関係者の協力
のもとで作成された「総合学習
プログラム」の取り組みを特集
▶地域の未来、子どもたちのた
めにと活動する講師や先生方か
ら感じる湧き出るような熱い思
い▶大きなやりがいをもって取
り組んでいる姿に触れ、私自身
も大きな刺激を受けました（竹）

●スポーツの秋に芸術の秋と、
何かと活動的な季節になりまし
た▶ P11 のフォトニュースに
掲載した総合文化祭では、文化
活動に情熱を注ぐ人たちを取材
▶晴れの舞台で見せる表情は充
実していて、とてもまぶしく映
ります▶老若男女を問わず、打
ち込めるものがあるのは素敵な
ことだと改めて感じました（池）

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

若狭図書学習センター
3 日㊊・10 日㊊・17 日㊊・
25 日㊋・29 日㊏〜 31 日㊊
※ 20 日㊍は 2F のみ休館

スクスク元気っ子教室
とき：18 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

カフェ・ぽ〜れ
とき：13 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん
　　　☎ 090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

1 階窓口延長
毎週金曜日（祝日・年末年始を除
く）、市役所 1 階の窓口（市民福
祉課、高齢・障がい者元気支援課、
子ども未来課、税務課、環境衛生
課、会計課）では、執務時間を
18 時 30 分まで延長しています。

2 日㊐　
　

：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

9 日㊐　
　

：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

16 日㊐　
　

：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

23 日㊐㊗
　　

：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

24 日㊊㊡
　　

：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

30 日㊐　
　

：★田中病院（遠敷 10丁目）
　　☎ 56・5353

31 日㊊　
　　

：★にしお内科クリニック（南川町）
　　☎ 53・2407

※年始は P16 の業務ガイドをご覧ください
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写真連載Life
輝く子どもたち

祖父母のつどい（内外海保育園・11月 7日）

一緒に過ごす、かけがえのない時間。

泣いたり笑ったり、全力で生きているすぐそばで、

いつもあたたかく見守り、

大切なことをたくさん教えてくれる。

あなたはわたしの、わたしはあなたの特別な存在。




